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「さいたま国際芸術祭２０２３」

ディレクター・現代アートチーム目 [mé]への委嘱状交付式を行いました

 ～「アートの力で市民がわくわくするような芸術祭に」～ 

令和５年に開催予定の「さいたま国際芸術祭２０２３」。そのディレクターに就任した現代アー

トチーム・目 [mé]のメンバーに対して、４月２２日にさいたま市役所市長室にて、市長（さいた

ま国際芸術祭実行委員会会長）から委嘱状が交付されました。

目 [mé]は、アーティスト・荒神明香、ディレクター・南川憲二、インストーラー・増井宏文を中

心とする現代アートチームで、埼玉を拠点に１０年以上創作活動を続けています。国内外で広く作

品を発表し、その活動が注目を集めている中、「さいたまトリエンナーレ２０１６」でも作品を発

表。今回はディレクターとして、さいたま国際芸術祭に参加していただくことになりました。

 ▲「さいたま国際芸術祭２０２３」ディレクター委嘱状交付式     
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市長からは、「ずっと埼玉で活動を行っている目 [m ]の皆さんは私たちも誇りであり、今回のデ

ィレクター就任を本当に嬉しく思っている。さいたま国際芸術祭は市民参加型をコンセプトにして

おり、市民の皆さんの理解や参加、評価という原点を忘れずに、アートの力で市民がわくわくする

ような芸術祭にしていただきたい。」と期待が寄せられました。 

一方、目 [m ]のメンバーからは、「ほとんどの

作品は、埼玉の景色の中で構想して生まれており、

そこに宿っている感性をどうにか形にしたい。メ

ンバーの知識や経験を最大限に振り絞り、市民参

加型の芸術祭として、世界を自分に引き寄せて実

感していただける芸術祭にしていきたい。」と意

気込みが語られました。 

その後、芸術祭のボランティア活動を行うサ

ポーターのミーティングに目 [m ]のメンバー

も参加。「さいたまトリエンナーレ２０１６」以

来の再会に、会場からは喜びの声が上がりまし

た。目 [m ]をディレクターに迎えた新たな芸術

祭に向けて、サポーターから熱い思いが語られ

るなど活発な交流が行われ、市民と一体となっ

て盛り上がりを見せました。 

現在、目 [m ]のメンバーを中心に、「さいたま国際芸術祭２０２３」のテーマ・コンセプト

を含めた開催計画の策定と、ロゴマークの作成や WEB サイトの設計など広報・プロモーション

計画の策定を行っています。 

詳細は決まり次第、随時お知らせしますので、是非ご期待ください。 

※記事の掲載にあたり、委嘱状交付式の画像・プロフィール・ポートレート・作品画像等が必

要な場合は、「問い合わせ先」までご連絡ください。 

▲タイトル:Elemental Detection 制作:2016 年 

さいたまトリエンナーレ 2016 参加作品 

▲新たな文化芸術発信の場・RaiBoC Hall にて 

目 [m ]のメンバーとともにサポーターミーティングを開催 


